
舟運・観光活性化の
取組事例等

資料１

○ 羽田空港船着場の取り組み （日本空港ビルデング㈱）
○ 有明桟橋を不定期航路事業者に開放します！ （東京都港湾局）
○ 隅田川の両国防災船着場を一般開放 （東京都建設局）
○ 船着場利用に向けた社会実験 （荒川下流河川事務所）
○ 利用者の視点に立った東京の交通戦略推進会議
（東京都都市整備局）

○ 羽田～秋葉原間の舟運の実現を目指した社会実験
（国土交通省総合政策局公共事業企画調整課）

○ 日本の魅力を活かした船旅の活性化（海事局内航課）



羽田空港船着場の取り組み 

平成27年9月29日 

日本空港ビルデング株式会社 



Ｈ27.7.20「水のまち東京・舟運まつり」：海の日クルーズ 

航路：お台場海浜公園桟橋 ～ 羽田空港船着場（定期航路と同航路） 
参加人数：合計５０名（内訳：大人３０名、小学生以下：２０名） 
参加費：大人2,000円、小学生以下無料 
内容：UnderJETポイント２０分間・船内：子供向け操舵室体験・スタンプラリーを実施 
※ドリンクおひとり様1本、羽田空港限定商品「焼チーズケーキラスク」をプレゼント 
  



Ｈ27.9.26 空の日体験クルーズ 

航路：羽田空港船着場 ～ 羽田空港船着場（羽田空港周遊） 
参加人数：合計400名 
参加費：大人1,500円、子ども1,000円 
内容：UnderJETの体験クルーズを実施 
※ドリンクおひとり様1本をプレゼント 
  



Ｈ27.9.19～26  「秋葉原・天王洲・羽田空港舟運プロジェクト準備会」：舟運社会実験 

航路：羽田空港船着場 ～ 天王洲 ～ 秋葉原（万世橋） 
協力内容 
・羽田空港船着場から国際線ターミナル間の送迎バスの運行 
・国際線ターミナルでの案内業務 等 

国際線ターミナル 

羽田空港船着場 



その他：定期航路運航・ビアクルーズの実施 

【定期航路】 
航路：横浜 ～ 羽田空港船着場 ～ お台場海浜公園 
※毎週日曜日に各区間１往復運航 
運航料金：大人2,500円、小人1,250円 
※2014年7月から運航中 

【Ｈ27.7.31～8.31ビアクルーズ】 
航路：羽田空港船着場 ～ 羽田空港船着場 
運航料金：大人4,980円 

UnderJET ビアクルーズを9回に亘り実施し、 

 約900名のお客様に乗船いただきました 
 











東京都建設局

東京都はこれまで、江東区の越中島防災船着場など３つの防災船着場で一般の

船舶が利用できるよう開放してきました。 

隅田川では水上バスや屋形船などでにぎわっており、今回、さらに東京の観光

気運を盛り上げ、両国周辺の舟運ニーズに対応するため、両国防災船着場を試行

で開放します。また、舟運の活性化を図るため、新たな料金を設定しました。 

今後、より多くの方に水辺の風景を楽しんでいただけることを期待しています。 

【開放する施設】

① 名 称 : 両国防災船着場（隅田川左岸） 

② 所  在  地 : 東京都墨田区横網一丁目地先 

③ 形 状 : 浮桟橋形式（長さ 30ｍ、幅５ｍ）

【実施内容】 

① 実 施 期 間 : 平成 27 年６月５日(金)から平成 28 年３月 31 日（木）まで

の毎週金土日及び祝日の月曜日（年末年始を除く。） 

② 利 用 時 間 : 午前 11 時から午後７時まで 

③ 対 象 船 舶 : 全長 30ｍ、喫水２ｍまでの動力船(水上バイクを除く。) 

④ 利 用 方 法 : 予約制（受付開始日：平成 27 年５月 11 日（月）） 

⑤ 利 用 料 金 : ・営業船（屋形船など） 

種別 料金
都の防災船着場を1日2回
利用する場合の取扱い

定員４５名以上 5,000円/回 8,000円（20％割引）

定員４４名以下 2,000円/回 3,000円（25％割引） （※）
※　越中島・明石町・桜橋を含め、都の防災船着場における新規の料金設定。

・非営業船は、船舶の長さに応じ 2,000 円/回 又は 1,000 円/回 

【管理運営及び予約先】     

公益財団法人東京都公園協会 

水辺事業部水辺ライン課 

電話受付 03-5608-8955 

受付時間 9：00～17:00（平日） 

両国防災船着場 

～水辺のにぎわい拠点として～

隅田川の両国防災船着場を一般開放

［問い合わせ先］ 

建設局河川部指導調整課 城田    電話 03-5320-541６  都庁内線 41-430 

位置図 

ＪＲ総武線  両国駅西口徒歩３分 

都営大江戸線 両国駅 A3 出口徒歩６分 



平成２７年５月２９日（金） 

国土交通省関東地方整備局 
荒 川 下 流 河 川 事 務 所 

記者発表資料 

竹芝記者クラブ  神奈川建設記者会  埼玉県政記者クラブ 

 東京都庁記者クラブ（東京都） 川口市記者クラブ 

発表記者クラブ 

国土交通省 関東地方整備局 荒川下流河川事務所 

 

   総括地域防災調整官      狩野 豊     TEL：03-3902-2067 

   地域連携課長          影山 希世    TEL：03-3902-8745 

 

 

問い合わせ先 

 2020年の東京オリンピック・パラリンピックの会場設置が予定されている東京湾臨海部は、荒

川・隅田川・江東内部河川といった河川を通じて都市部とアクセスが可能であるため、河川舟

運は活性化の好機と考えています。一方で、災害時の復旧活動のために河川に整備された防

災船着場は、一般の方の認知度が低いのが現状です。 

 平常時利用を促進し認知度を向上するため、昨年度は社会実験として事業者を対象に防災

船着場の開放を行いました。 

 今年度は、一般利用者の船舶まで利用対象を拡大し、より多くの利用を促すことで、開放に

向けた、自己責任を基本とした利用ルールの検証を行います。  

防災船着場をもっと身近な施設に 
『船着場利用に向けた社会実験』 ～ 一般利用者へ対象を拡大 ～ 

 

かげやま  き よ 

１．実施内容について（位置図等は別紙１参照） 

  日     時：平成２７年６月１５日（月）～１１月３０日（月） 

  対象船着場：一般利用者：・荒川下流河川事務所管理の防災船着場：2箇所 

                    (小松川・岩淵)           

          事 業 者 ：・荒川下流河川事務所管理の防災船着場：10箇所 

                  (新砂・小松川・堀切・足立・新田・岩淵・川口・板橋・戸田・志茂)          

                 ・江東区管理の防災船着場（亀戸中央公園） 

                 ・江戸川区管理の防災船着場（平井水上ステーション） 

         ※ 堀切は葛飾区、岩淵は北区、戸田は戸田市に共同管理者としてご協力いただいております。 

２．船着場利用方法について 

  荒川下流河川事務所ホームページにて、「船着場利用の手引」を掲載しておりますので、ご 

確認の上、利用申込みをお願いいたします。  

   http://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage00133.html 

かのう  ゆたか 

http://10.160.8.7/siryoukan/22/10/pr/img/title.gif
http://10.160.8.7/siryoukan/22/10/pr/img/logo.gif


別紙１ 

 
 

「自己責任を基本とした船着場利用ルール」の社会実験の詳細 

◆目的 

 荒川等に整備されている防災船着場の、平常時の利用促進を目指すため、事業者及び一般利用者

を対象に｢自己責任を基本とした船着場利用ルール｣による船着場利用の試行･検証を行う。 
 未開放や利用が少ない船着場の利用を活性化させ、管理者の立会なしで船着場を開放できる仕組

みづくりの推進を図る。 
 事業者や一般利用者が利用できる船着場の増加を図る。 

◆概要 

項目 実施内容 

利用対象者 

及び船舶 

事業者、一般利用者の、動力船、非動力船 

※一般利用者には、NPO法人等の非営利団体も含む 

実施期間 平成 27年 6月 15日（月）～11月 30日（月） (5.5ヶ月) 

対象船着場 国：荒川リバーステーション 9箇所（荒川）、志茂防災船着場（新河岸川） 

江東区：亀戸中央公園乗船場（旧中川）江戸川区：平井水上ステーション（荒川） 

※一般利用者及び非動力船が利用できるのは、小松川 RS及び岩淵 RSのみ 

利用料金 社会実験での利用は無料 

利用時間 荒川・新河岸川の船着場: 9:00～日没  

亀戸中央公園: 9:00～15:30 （ただし 7/1～8/31 9:00～17:00）   

※利用時間は小名木川にある扇橋閘門の閉門時間 1時間前まで 

利用方法 ・利用船着場及び利用日時を事前に申し込み(WEB又は FAX) 

・船着場の門扉は事務局が開錠(鍵の貸与無し) 

評価方法 ① 利用状況の確認（トラブル有無、安全面の課題等）  

② 事業者等・乗船者へのアンケート、ヒアリング実施 

※荒川ロックゲートは、12月 1日から 3月末まで工事のため船の通行ができません。期間が決まりました

ら、事務所 HP等で公表します。 

◆対象船着場位置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸田 RS 
(国土交通省・戸田市) 

板橋 RS(国土交通省) 

川口 RS(国土交通省) 

志茂(国土交通省) 

新田 RS(国土交通省) 
足立 RS(国土交通省) 

堀切 RS(国土交通省・葛飾区) 

亀戸中央公園(江東区) 荒川ロックゲート 

扇橋閘門 

小松川 RS(国土交通省) 

岩淵 RS 
(国土交通省・北区) 

新砂 RS(国土交通省) 
 

一般利用者、非動力船

が利用できる船着場 

 

一般利用者、非動力船

が利用できる船着場 

 

平井 
(江戸川区) 

【参考】東京低地河川活用推進協議会について 

東京低地河川活用推進協議会は、荒川下流管内、隅田川及び江東内部河川に設置された船着場の平常時利用について、民間開放とこれによる利

用促進を目指し、河川管理者、施設管理者、学識経験者、関係諸団体・機関等が、その実現に向け協議することを目的したものです。 

～構 成～ 

学識経験者、国土交通省（荒川下流河川事務所、東京港湾事務所）、東京都（建設局、産業労働局）、葛飾区、墨田区、江東区、江戸川区、その

他関係諸団体 

（社会実験は、東京低地河川活用推進協議会において検討・協議しております。） 
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平成 26 年度の社会実験実施結果 

 
・ 平成 26年度は、7月 1日から 11月 30日に、12箇所の防災船着場を対象に、自己責任を基本とした船

着場ルール（ステップ 2）を試行する、社会実験をした。 

・ 利用形態は、事業者貸切が昨年度より増加し、事業者乗合を上回り、最も多かった。 

・ 対象船着場は延べ 28回利用され、昨年度の 22回より増加した。 

・ 船着場別の利用回数は、小松川が最も多く、次に岩淵、平井が多かった。足立、新田、志茂は利用され

なかったが、昨年度利用されなかった堀切は利用された。 

・ 利用時期は、花火大会等があった 7月下旬～8月上旬と、10月下旬から 11月が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩淵リバーステーション  小松川リバーステーション 

 

 

 

戸田リバーステーション  平井水上ステーション 

船着場の利用状況写真 
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東京都の「利用者の視点に立った東京の交通戦略推進会議」① 東京都HPより抜粋

＜推進会議の位置付けと設置目的＞
1 2

3 4



東京都の「利用者の視点に立った東京の交通戦略推進会議」② 東京都HPより抜粋

5

6



東京都の「利用者の視点に立った東京の交通戦略推進会議」③ 東京都HPより抜粋

＜戦術の策定（ワーキンググループ（WG）の設置）＞
1 2

3 4



 

 
 
 
 
 
 
 

 

国 土 交 通 省 

平成 27 年 8 月 25 日 

羽田～秋葉原間の舟運の実現を目指した社会実験を実施します 

 

羽田空港から東京都心部への舟運の可能性を検証するため、羽田空港船着場～秋葉原
（万世橋）の運航を試行的に行う社会実験を行います。 

本実験では、採算性や利用者動向を確認するとともに、利用者へのアンケートを通じ
改善点を洗い出す等、今後の本格的な運航に向けた検証を行います。 

＜問い合わせ先＞ 
 総合政策局 公共事業企画調整課 
   課長補佐      武藤 徹  （内線：24563） 
   事業調整第二係長    安部 雅宏 （内線：24524） 
 TEL：03-5253-8111（代表）、課直通：5253-8912 

  FAX：03-5253-1551 

〈日時〉 平成 27年 9月 19日（土）～26日（土） 8日間 
〈コース・運航時間〉 

① 品川（天王洲） 10:30 → 羽田空港船着場  11:20 
② 羽田空港船着場 11:30 → 秋葉原（万世橋）14:00（品川経由） 
③ 秋葉原（万世橋）15:00 → 羽田空港船着場  17:30（品川経由） 
※羽田空港国際線旅客ターミナルと羽田空港船着き場間は移動用無料バスを運行します。 

〈料金〉 
 
 
 

※上段は 9月 16日まで購入した場合、 

下段（ ）内は当日購入時の価格。 

〈予約方法〉 

運航会社（㈱ジール）のホームページから予約できます。（以下、アドレス） 
http://www.zeal.ne.jp/plan/203.html 

〈見どころ〉 

・羽田空港から東京都心部間の最短ルートの定期的な航路設定は初の試み 
・85年前のインフラ「船着き場」を活用〈昭和 5年竣工の万世橋たもとの船着き場〉 
・神田川，隅田川，京浜運河に架かる橋梁群（30橋以上） 
・インバウンドもターゲットに、日本文化を伝える一つの取り組み 

（※）秋葉原で下船の方にはオプショナルツアー（有料）を実施します。 
 秋葉原の街や名所をご案内します。上記のホームページからご覧下さい。 

（秋葉原タウンマネジメント株式会社） 

〈試乗会〉 

  マスコミ関係者を対象とした試乗会を 9 月 9日に実施します。（実験開始 10日前） 
  希望者多数の場合は調整します。（※定員 30名程度） 
  8月 31日までに問い合わせ先までご連絡下さい。（国土交通省問い合わせ先に同じ） 

 

http://www.zeal.ne.jp/plan/203.html


（参考） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

〈実施主体〉『秋葉原・天王洲・羽田空港舟運プロジェクト準備会』 
千代田区 
千代田区観光協会 
秋葉原タウンマネジメント㈱  
日本空港ビルデング㈱ 
㈱ジール 
天王洲総合開発協議会 
跡見学園女子大学 

国土交通省          

〈協力団体〉  「川の日」実行委員会 

〈運航コース：赤点線〉 





 

 
 
 
 
 
 
 

 

国 土 交 通 省 

平成 27 年 9 月 28 日 

『羽田～秋葉原間の舟運の実現を目指した社会実験』 

8 日間の実験が無事に終了しました 

 

 

羽田空港船着場～秋葉原（万世橋）の舟運社会実験は、9月 19 日（土）～9月 26 日（土）

の 8日間の全日程を終えましたこと、お知らせします。 

（9月 25 日のみ雨天欠航） 

 

実験への乗船参加者は、1,500 名※を上回りました。 

（※数字は速報値。実数は現在精査中。） 

実験期間中の日別・航路別・船毎の乗船者数は以下の表の通りです。 

多くの航路と船で設定定員（40 名）に近い乗船率となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、乗船された皆様にはアンケートにご協力頂きました。 

アンケートは約 1,270 名分にのぼりました。 

今次実験の実施主体の『秋葉原・天王洲・羽田空港舟運プロジェクト準備会』では、

アンケート内容の確認や分析を進めています。 

 

アンケート分析結果は、同準備会で諸検討するための貴重なデータとして活用すると

ともに、その概要は追ってお知らせする予定です。 

＜問い合わせ先＞ 
 総合政策局 公共事業企画調整課 
   課長補佐      武藤 徹  （内線：24563） 
   事業調整第二係長    安部 雅宏 （内線：24524） 

 TEL：03-5253-8111（代表）、課直通：5253-8912 
  FAX：03-5253-1551 

 

羽田－秋葉原間舟運社会実験参加者　〈集計表〉 （人）

合計参加者数
9月19日
(土)

9月20日
(日)

9月21日
(月)

9月22日
(火)

9月23日
(水)

9月24日
(木)

9月25日
(金)

9月26日
(土)

1,519 137 133 337 336 134 308 0 134

〈1隻〉 〈1隻〉 〈3隻〉 〈3隻〉 〈1隻〉 〈3隻〉 〈雨天欠航〉 〈1隻〉
※速報値（乗船予約者数，前日締め）

運休



船旅の活性化に関する取組について

３．地方創生に資する観光地域づくり、国内観光の振興
（７）日本の魅力を活かした船旅の活性化
○ 旅客船は、3000人規模の大型クルーズ船や日韓定期航路など日本を訪れる外国人旅行者のための訪
日手段、また、国内の交通手段・観光資源として、重要な役割を果たしている。しかしながら、島国日本の豊
富な海洋観光資源に鑑みれば、手軽な船旅を期待する日本人に訴求する旅行商品の造成など、まだまだ
市場開拓の余地は大きい。オリンピック・パラリンピックが控える東京や、多島美・「しまなみサイクリング」が
海外でも人気の瀬戸内、歴史的・文化的遺産にあふれる長崎等、日本各地を海路で結んで海からの景色
や各地の魅力を楽しませる船旅を活性化させ、日本を訪れる外国人旅行者の期待に応えるとともに、日本
人にとっても国内クルーズ・船旅が身近になるような環境整備を進める必要がある。

・ 国土交通省・観光庁、旅客船事業者、観光関係者等が集まって「船旅活性化協議会」（仮称）を立ち上げ、
カジュアルクラスなどのクルーズサービス、国内フェリー、離島航路、遊覧船など様々な船旅の選択肢をわ
かりやすく提示するとともに、キャンペーンを通じて利用促進を図ることにより、船旅が身近になる取組を進
める。【新規】

・ 手軽に・短期間で国内クルーズを楽しめるよう、定期航路を就航する船舶が定期検査のためにドック回航
する機会を活用して、「オフルート・クルーズ」（仮称）として商品化を図る。【新規】

・ 官民が協力して、瀬戸内海の魅力を国内外に発信するとともに、フェリー等を活用して瀬戸内海を周遊す
る旅行商品の造成を進め、その定着を図る。【新規】
・ 東京ベイエリアにおける屋形船や水上バスを活性化させるため、共通の航路マップの作成、初めて利用
する日本人や外国人にも手軽に楽しめる企画商品の開発、海外の旅行業者の乗船体験等を実施する。
【改善・強化】

観光立国実現に向けたアクション・プログラム2015（平成27年6月観光立国推進閣僚会議決定）
＜船旅関係部分抜粋＞



1.＜船旅活性化協議会（仮称）の設置＞

国土交通省・観光庁、旅客船事業者、観光関係者等で構成し、フェリー、遊覧船等の
様々な船旅が身近になる取組を検討

日本の魅力を活かした船旅の活性化

○ 旅客船は、国内の交通手段・観光資源として重要な役割を果たしているが、島国日本の豊富な
海洋観光資源に鑑みれば、手軽な船旅を期待する日本人に訴求する旅行商品の造成等、市場開
拓の余地は大きい

○ 海からの景色や各地の魅力を楽しませる船旅の魅力を活性化させ、日本を訪れる外国人旅行者
の期待に応えるとともに、日本人にとってもクルーズ・船旅が身近になるような環境整備を進めるこ
とが必要

○ 手軽に楽しめる国内クルー
ズの展開

定期航路のドック回航を利用し
た取組例を参考に、手軽に楽しめ
る国内クルーズの全国展開を図る

通常の定期航路

造船所

○ フェリー等を活用した瀬戸
内海を周遊する旅行商品の
造成

フェリー等を活用して瀬戸内海
を周遊する旅行商品の造成を進
め、定着を図る

瀬戸内海の多島美

2．＜東京の水上交通の魅力発信
と企画商品の造成＞

屋形船を楽しむ外国人 東京の水上バス

東京ベイエリアにおける屋形
船や水上バスを活性化させる
ため、共通の航路マップの作成、
初めて利用する日本人や外国
人にも手軽に楽しめる企画商品
の開発、海外の旅行業者の乗
船体験等を実施

○ 日ASEAN連携による
クルーズの振興
日本とASEANをつなぐクルーズ
ルートの調査やシンポジウムを通
じた情報発信、人材育成等により、
日本へのフライ＆クルーズの利用
促進を図る

横浜神戸

厦門
香港

チャンメイ

ニャチャンプーミー

シンガポール

ルート１

ルート２

日ASEAN間のフライ＆クルーズ（イメージ）ドック回航を活用したクルーズの例
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